
(57)【要約】

【課題】表裏表面から表示が観察できる液晶表示装置を

、薄型でしかも安価な構成で実現すること。

【解決手段】互いに対向する基板間に液晶層が配された

液晶パネル１と、液晶パネルを挟むように設けられた偏

光板と反射偏光子を備え、反射偏光子の反射軸の方向を

、液晶層で偏光方向が変換されて液晶パネルから出射し

た光の偏光方向か、液晶層で偏光方向が変換されずに液

晶パネルから出射する光の偏光方向のいずれかと同一の

方向に設定した。これにより、薄型で安価に表裏両面か

ら観察できる液晶表示装置が提供できる。

【選択図】　　図１
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【 特 許 請 求 の 範 囲 】
【 請 求 項 １ 】
互 い に 対 向 す る 基 板 間 に 液 晶 層 が 配 さ れ た 液 晶 パ ネ ル と 、 前 記 液 晶 パ ネ ル の 一 方 側 に 設 け
ら れ た 偏 光 板 と 、 前 記 液 晶 パ ネ ル の 他 方 側 に 設 け ら れ 、 特 定 方 向 の 偏 光 成 分 を 反 射 し 、 残
り の 偏 光 成 分 を 透 過 す る 反 射 偏 光 子 と 、 を 備 え 、
前 記 反 射 偏 光 子 の 反 射 軸 方 向 は 、 前 記 液 晶 層 で 偏 光 方 向 が 変 換 さ れ て 液 晶 パ ネ ル か ら 出 射
し た 光 の 偏 光 方 向 か 、 前 記 液 晶 層 で 偏 光 方 向 が 変 換 さ れ ず に 液 晶 パ ネ ル か ら 出 射 す る 光 の
偏 光 方 向 の 、 い ず れ か と 同 一 の 方 向 に 設 定 さ れ た こ と を 特 徴 と す る 液 晶 表 示 装 置 。
【 請 求 項 ２ 】
前 記 反 射 偏 光 子 の 外 方 に 、 前 記 反 射 偏 光 子 側 に 入 射 す る 光 を 遮 断 す る 遮 光 手 段 を 備 え る こ
と を 特 徴 と す る 請 求 項 １ に 記 載 の 液 晶 表 示 装 置 。
【 請 求 項 ３ 】
前 記 反 射 偏 光 子 の 外 方 に 、 前 記 反 射 偏 光 子 の 反 射 軸 と 同 方 向 の 吸 収 軸 を 有 す る 第 二 偏 光 板
が 設 け ら れ た こ と を 特 徴 と す る 請 求 項 １ に 記 載 の 液 晶 表 示 装 置 。
【 請 求 項 ４ 】
前 記 液 晶 パ ネ ル と 前 記 反 射 偏 光 子 の 間 に 拡 散 層 が 設 け ら れ た こ と を 特 徴 と す る 請 求 項 １ に
記 載 の 液 晶 表 示 装 置 。
【 請 求 項 ５ 】
特 定 角 度 範 囲 で 入 射 し た 光 を 散 乱 し 、 そ れ 以 外 の 角 度 で 入 射 さ れ た 光 を 透 過 す る 指 向 性 拡
散 層 が 、 前 記 液 晶 パ ネ ル と 前 記 反 射 偏 光 子 の 間 に 設 け ら れ た こ と を 特 徴 と す る 請 求 項 １ に
記 載 の 液 晶 表 示 装 置 。
【 請 求 項 ６ 】
前 記 指 向 性 拡 散 層 で 散 乱 さ れ た 散 乱 光 が 特 定 方 向 に 指 向 性 を 有 す る こ と を 特 徴 と す る 請 求
項 ５ に 記 載 の 液 晶 表 示 装 置 。
【 請 求 項 ７ 】
前 記 偏 光 板 の 外 方 に 、 前 記 偏 光 板 側 か ら 前 記 液 晶 パ ネ ル に 光 を 照 射 す る フ ロ ン ト ラ イ ト 型
の ラ イ ト ユ ニ ッ ト を 備 え る こ と を 特 徴 と す る 請 求 項 １ か ら ６ の い ず れ か 一 項 に 記 載 の 液 晶
表 示 装 置 。
【 請 求 項 ８ 】
前 記 偏 光 板 側 ま た は 前 記 反 射 偏 光 子 側 の 、 ど ち ら 側 か ら 前 記 液 晶 パ ネ ル を 観 察 す る か に 応
じ て 、 前 記 表 示 パ ネ ル に 印 加 す る 信 号 を 変 換 処 理 し て 前 記 液 晶 パ ネ ル に 供 給 す る 駆 動 回 路
を 備 え る こ と を 特 徴 と す る 請 求 項 １ か ら ７ の い ず れ か 一 項 に 記 載 の 液 晶 表 示 装 置 。
【 発 明 の 詳 細 な 説 明 】
【 ０ ０ ０ １ 】
【 発 明 の 属 す る 技 術 分 野 】
本 発 明 は 、 時 計 、 携 帯 電 話 、 オ ー デ ィ オ 、 電 子 機 器 等 に 使 用 さ れ る 液 晶 表 示 装 置 に 関 し 、
状 況 に 応 じ て 表 裏 の ど ち ら か ら で も 表 示 が 視 認 で き る 構 成 の 液 晶 表 示 装 置 に 関 す る 。
【 ０ ０ ０ ２ 】
【 従 来 の 技 術 】
近 年 、 携 帯 機 器 等 に は 、 薄 型 軽 量 と い う 特 徴 を も つ 液 晶 表 示 素 子 が 広 く 使 わ れ て い る 。 特
に 、 携 帯 電 話 で 用 い る 表 示 素 子 に は 、 小 型 軽 量 が 要 求 さ れ る た め 、 ほ と ん ど の 携 帯 電 話 に
液 晶 表 示 素 子 が 使 わ れ て い る 。 し か し 、 液 晶 表 示 素 子 は 受 光 型 の た め 、 携 帯 電 話 に 要 求 さ
れ る 暗 い 場 所 で の 視 認 性 に 問 題 が あ る 。 そ こ で 、 液 晶 表 示 素 子 の 前 面 ま た は 背 面 に 照 明 装
置 を 設 置 す る こ と が 多 い 。 一 般 に は 、 前 者 の 照 明 装 置 を フ ロ ン ト ラ イ ト 、 後 者 を バ ッ ク ラ
イ ト と 称 し て い る 。 フ ロ ン ト ラ イ ト 方 式 の 模 式 断 面 図 を 図 ５ に 示 す 。 図 示 す る よ う に 、 フ
ロ ン ト ラ イ ト は 光 源 １ ４ と 導 光 板 １ ５ を 有 し て い る 。 光 源 １ ４ か ら の 光 は 導 光 板 １ ５ に よ
っ て 下 側 （ 表 示 パ ネ ル 側 ） に 導 か れ 、 液 晶 パ ネ ル １ の 背 後 に 設 け ら れ た 反 射 板 １ ６ で 反 射
す る こ と に よ り 液 晶 パ ネ ル １ の 表 示 を 視 認 で き る よ う に な る 。 ま た 、 外 部 か ら の 光 （ 外 光
） は 、 導 光 板 １ ５ を 通 過 し て 液 晶 パ ネ ル に 入 射 さ れ 、 前 述 と 同 様 に 、 液 晶 パ ネ ル １ の 表 示
が 視 認 さ れ る 。 一 方 、 バ ッ ク ラ イ ト 方 式 の 表 示 装 置 の 概 要 図 を 図 ６ に 示 す 。 バ ッ ク ラ イ ト
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は 光 源 １ ４ と 導 光 板 １ ７ を 有 し 、 液 晶 パ ネ ル １ の 下 側 に 設 置 さ れ る 。 バ ッ ク ラ イ ト の 光 源
１ ４ か ら の 光 は 導 光 板 １ ７ を 通 っ て 上 側 に 反 射 し て 液 晶 パ ネ ル １ を 照 射 し 、 表 示 が 観 察 者
に 視 認 さ れ る 。
【 ０ ０ ０ ３ 】
こ の よ う に 、 フ ロ ン ト ラ イ ト の 導 光 板 １ ５ は 反 射 板 １ ６ か ら の 反 射 光 が 透 過 す る 構 造 に な
っ て い る の が 特 徴 で あ り 、 そ れ に 対 し て バ ッ ク ラ イ ト の 導 光 板 １ ７ は 光 を 拡 散 反 射 す る の
み で 光 を 透 過 さ せ る こ と は で き な い 。
【 ０ ０ ０ ４ 】
し か し 最 近 、 携 帯 電 話 が 折 り た た み 構 造 に な っ て き た こ と か ら 、 折 り た た ん だ 時 に も 時 刻
・ 着 信 等 の 情 報 が 表 示 で き る よ う に 、 メ イ ン 表 示 用 の 表 示 装 置 と は 別 に 、 メ イ ン 表 示 用 の
表 示 装 置 の 裏 面 側 か ら 観 察 す る た め の 表 示 装 置 （ サ ブ 表 示 装 置 ） を 採 用 し た 携 帯 電 話 が 増
え て き た 。 一 例 と し て 、 メ イ ン 表 示 用 と し て フ ロ ン ト ラ イ ト と 液 晶 パ ネ ル １ を 、 サ ブ 表 示
用 と し て バ ッ ク ラ イ ト と 液 晶 パ ネ ル １ ８ を 備 え た 構 成 を 図 ７ に 示 す 。 バ ッ ク ラ イ ト の 導 光
板 １ ７ と 液 晶 パ ネ ル １ ８ の 間 に は 必 要 に 応 じ て 半 透 過 板 １ ９ が 設 け ら れ る 。
【 ０ ０ ０ ５ 】
ま た 、 一 枚 の 液 晶 パ ネ ル を 使 っ て 両 面 か ら 観 察 可 能 な 表 示 装 置 と し て 、 液 晶 パ ネ ル の 裏 面
側 に 導 光 層 を 配 置 し 、 液 晶 パ ネ ル の 表 面 側 の 一 部 領 域 に 第 １ 反 射 板 を 配 置 し 、 こ の 領 域 を
裏 面 か ら 観 察 で き る よ う な 構 成 が 知 ら れ て い る （ 例 え ば 、 特 許 文 献 １ 参 照 ） 。
【 ０ ０ ０ ６ 】
【 特 許 文 献 １ 】
特 開 ２ ０ ０ ０ － １ ３ ２ １ ８ ９ 号 公 報 （ 第 ３ － ５ 頁 、 第 ３ 図 ）
【 ０ ０ ０ ７ 】
【 発 明 が 解 決 し よ う と す る 課 題 】
図 ７ に 示 し た 従 来 の 構 成 で は 、 メ イ ン 表 示 素 子 と は 別 に サ ブ 表 示 の た め の 表 示 素 子 が 新 た
に 必 要 に な る 。 そ し て 、 メ イ ン 表 示 素 子 と サ ブ 表 示 素 子 が 重 な る 構 造 に な る た め 液 晶 表 示
装 置 全 体 の 厚 み が 厚 く な り 、 そ の た め 、 携 帯 電 話 等 の 装 置 自 体 が 厚 く な る と い う 問 題 が あ
る 。 ま た 、 サ ブ 表 示 素 子 の た め の 駆 動 回 路 や 照 明 装 置 も メ イ ン 表 示 素 子 の も の と は 別 途 必
要 に な る た め 、 コ ス ト 面 の 課 題 も 大 き い 。
【 ０ ０ ０ ８ 】
こ の よ う に 、 従 来 の 構 成 で は 、 メ イ ン 表 示 と サ ブ 表 示 が 可 能 な 液 晶 表 示 装 置 を 薄 型 で し か
も 安 価 に 構 成 す る こ と が で き な か っ た 。 そ こ で 、 本 発 明 は 、 薄 型 で 表 裏 両 面 表 示 が 可 能 な
液 晶 表 示 装 置 を 安 価 に 提 供 す る こ と を 目 的 と す る 。
【 ０ ０ ０ ９ 】
【 課 題 を 解 決 す る た め の 手 段 】
本 発 明 の 液 晶 表 示 装 置 は 、 単 一 の 液 晶 パ ネ ル で 表 裏 ど ち ら か ら で も 表 示 を 観 察 で き る 構 成
と し た 。 す な わ ち 、 本 発 明 の 液 晶 表 示 装 置 の 構 成 は 、 互 い に 対 向 す る 基 板 間 に 液 晶 層 が 配
さ れ た 液 晶 パ ネ ル と 、 液 晶 パ ネ ル の 一 方 側 に 設 け ら れ た 偏 光 板 と 、 液 晶 パ ネ ル の 他 方 側 に
設 け ら れ 、 特 定 方 向 の 偏 光 成 分 を 反 射 し 、 残 り の 偏 光 成 分 を 透 過 す る 反 射 偏 光 子 と 、 を 備
え 、 反 射 偏 光 子 の 反 射 軸 の 方 向 を 、 液 晶 層 で 偏 光 方 向 が 変 換 さ れ て 液 晶 パ ネ ル か ら 出 射 し
た 光 の 偏 光 方 向 か 、 液 晶 層 で 偏 光 方 向 が 変 換 さ れ ず に 液 晶 パ ネ ル か ら 出 射 す る 光 の 偏 光 方
向 の 、 い ず れ か と 同 一 の 方 向 に 設 定 さ れ て い る 。
【 ０ ０ １ ０ 】
さ ら に 、 偏 光 板 側 ま た は 反 射 偏 光 子 側 の 、 ど ち ら 側 か ら 液 晶 パ ネ ル を 観 察 す る か に 応 じ て
、 表 示 パ ネ ル に 印 加 す る 信 号 を 変 換 処 理 し て 液 晶 パ ネ ル に 供 給 す る 駆 動 回 路 を 設 け た 。 こ
れ に よ り 、 ど ち ら の 面 か ら 観 察 し て も 文 字 情 報 を 視 認 す る こ と が 可 能 に な る 。
【 ０ ０ １ １ 】
【 発 明 の 実 施 の 形 態 】
本 発 明 の 液 晶 表 示 装 置 は 、 互 い に 対 向 す る 基 板 間 に 液 晶 層 が 設 け ら れ た 液 晶 パ ネ ル を 挟 む
よ う に 、 偏 光 板 と 反 射 偏 光 子 が 設 け ら れ た 構 成 で あ る 。 液 晶 層 に は 、 入 射 し た 光 の 偏 光 方
向 を 変 換 し て 出 射 す る 部 位 と 、 入 射 し た 光 の 偏 光 方 向 を 変 換 せ ず に そ の ま ま 出 射 す る 部 位
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が あ る 。 こ れ ら の 部 位 で 明 暗 を 相 違 さ せ る こ と に よ り 、 液 晶 パ ネ ル の 表 示 を 画 像 と し て 認
識 で き る 。 反 射 偏 光 子 は 特 定 方 向 の 偏 光 成 分 を 反 射 し 、 残 り の 偏 光 成 分 を 透 過 す る 機 能 を
持 っ て い る 。 そ し て 、 液 晶 パ ネ ル に 偏 光 板 を 通 っ て 入 射 し た 光 の う ち 、 液 晶 層 で 偏 光 方 向
が 変 換 さ れ て 液 晶 パ ネ ル か ら 出 射 す る 成 分 （ 光 ） か 、 液 晶 層 で 偏 光 方 向 が 変 換 さ れ ず に 液
晶 パ ネ ル か ら 出 射 す る 成 分 の 、 い ず れ か の 偏 光 方 向 と 同 一 の 方 向 に 反 射 偏 光 子 の 反 射 軸 方
向 が 設 定 さ れ て い る 。 こ の よ う な 構 成 に よ れ ば 、 偏 光 板 側 か ら 液 晶 パ ネ ル に 入 射 す る 光 だ
け で 、 偏 光 板 側 （ 第 一 の 視 点 ） か ら で も 、 反 射 偏 光 子 側 （ 第 二 の 視 点 ） か ら で も 表 示 を 観
察 す る こ と が 可 能 に な る 。 す な わ ち 、 一 つ の 液 晶 パ ネ ル で 両 面 表 示 が 可 能 に な る 。 特 に 、
入 射 光 の 入 射 角 に 対 し て 正 反 射 の 位 置 に 第 一 の 視 点 が あ る 場 合 に 、 第 一 の 視 点 か ら 最 も 明
る い 表 示 を 観 察 で き る 。 ま た 、 入 射 光 の 入 射 角 に 対 し て 直 線 上 に 第 二 の 視 点 が あ る 場 合 に
、 第 二 の 視 点 か ら 最 も 明 る い 表 示 を 観 察 で き る 。
【 ０ ０ １ ２ 】
さ ら に 、 第 二 の 視 点 側 か ら 液 晶 パ ネ ル の 暗 領 域 （ 反 射 偏 光 子 か ら 第 二 の 視 点 側 に 出 射 す る
光 が 存 在 し な い 部 分 ） に 光 が 入 射 す る こ と を 防 ぐ こ と に よ り 、 第 二 の 視 点 側 か ら の 視 認 性
が 向 上 す る 。 例 え ば 、 反 射 偏 光 子 の 外 方 に 、 反 射 偏 光 子 の 反 射 軸 と 同 方 向 の 吸 収 軸 を 有 す
る 第 二 偏 光 板 を 設 け る こ と に よ り 、 反 射 偏 光 子 の 暗 領 域 で 第 二 の 視 点 側 に 反 射 す る 光 が な
く な る た め 、 第 二 の 視 点 側 か ら の 視 認 性 が 向 上 す る 。
【 ０ ０ １ ３ 】
ま た 、 液 晶 パ ネ ル と 反 射 偏 光 子 の 間 に 拡 散 層 を 設 け た 。 こ の よ う な 構 成 に よ り 拡 散 層 で 光
が 散 乱 さ れ て 各 視 点 に 届 く こ と に な る た め 、 各 視 点 で の 視 角 範 囲 が 拡 大 す る 。
【 ０ ０ １ ４ 】
ま た 、 液 晶 パ ネ ル と 反 射 偏 光 子 の 間 に 拡 散 層 の 替 わ り に 指 向 性 拡 散 層 を 設 け る 構 成 と し た
。 ま た 、 散 乱 光 が 特 定 方 向 に 指 向 性 を 持 つ よ う に 指 向 性 拡 散 層 を 設 定 し た 。
【 ０ ０ １ ５ 】
ま た 、 第 一 の 視 点 と 第 二 の 視 点 の ど ち ら 側 か ら 前 記 液 晶 パ ネ ル を 観 察 す る か に 応 じ て 、 表
示 パ ネ ル に 印 加 す る 信 号 を 変 換 処 理 し て 液 晶 パ ネ ル に 供 給 す る 駆 動 回 路 を 備 え る こ と に よ
り 、 表 示 形 式 を 表 裏 で 自 由 に 設 定 で き る 。 例 え ば 、 信 号 の 走 査 方 向 を 変 え る 等 の 処 理 に よ
り 、 左 右 ま た は 上 下 の 鏡 文 字 を 正 文 字 に 変 換 す る こ と が で き る 。 ま た 、 ネ ガ ／ ポ ジ を 変 換
す る こ と も で き る 。 そ の た め 、 表 裏 ど ち ら の 面 か ら み て も 、 同 様 の 画 像 （ 例 え ば 、 ポ ジ 表
示 の 正 文 字 ） を 観 察 す る よ う に 設 定 で き る 。
【 ０ ０ １ ６ 】
【 実 施 例 】
以 下 に 、 図 面 を 参 照 し て 本 発 明 の 実 施 例 を 具 体 的 に 説 明 す る 。
【 ０ ０ １ ７ 】
（ 実 施 例 １ ）
本 実 施 例 の 液 晶 表 示 装 置 を 図 １ に 基 づ い て 説 明 す る 。
【 ０ ０ １ ８ 】
図 示 す る よ う に 、 液 晶 パ ネ ル １ は 偏 光 板 ２ と 反 射 偏 光 子 ３ の 間 に 配 置 さ れ て い る 。 液 晶 パ
ネ ル １ は 、 ガ ラ ス 基 板 や プ ラ ス チ ッ ク 基 板 等 の 透 明 基 板 に 液 晶 層 を 挟 持 さ せ た 構 造 で あ る
。 透 明 基 板 に 設 け ら れ た 表 示 用 電 極 に よ り 液 晶 層 へ 電 圧 が 印 加 さ れ 、 そ れ に よ り 液 晶 分 子
の 配 列 が 制 御 さ れ 表 示 が 実 現 す る 。 こ こ で 、 偏 光 板 は 特 定 の 直 線 偏 光 成 分 を 吸 収 し 、 そ れ
以 外 の 偏 光 成 分 を 透 過 す る 機 能 を 有 し て い る 。 ま た 、 反 射 偏 光 子 は 、 特 定 の 直 線 偏 光 成 分
を 反 射 し 、 そ れ 以 外 の 偏 光 成 分 を 透 過 す る 機 能 を 有 し て い る 。 そ し て 、 偏 光 板 ２ 側 の 観 測
者 の 視 点 を 第 一 の 視 点 １ １ 、 反 射 偏 光 子 ３ 側 の 観 測 者 の 視 点 を 第 二 の 視 点 １ ２ と し た 。
【 ０ ０ １ ９ 】
こ の よ う な 構 成 の 液 晶 表 示 装 置 の 動 作 原 理 を 、 偏 光 板 ２ 側 か ら 光 が 入 射 す る 場 合 を 例 に 説
明 す る 。 偏 光 板 ２ 側 か ら の 入 射 光 １ ３ は 、 偏 光 板 ２ を 通 過 す る 際 に 偏 光 板 の 吸 収 軸 方 向 の
直 線 偏 光 が 吸 収 さ れ 、 残 り の 透 過 成 分 が 表 示 パ ネ ル １ に 入 射 す る 。 液 晶 パ ネ ル １ に 入 射 し
た 光 は 、 液 晶 層 の オ フ 領 域 （ 電 圧 が 印 加 さ れ て い な い 領 域 ） で は 、 液 晶 分 子 の ツ イ ス ト 角
に 応 じ て 偏 光 方 向 が 変 換 さ れ て 液 晶 パ ネ ル １ よ り 出 射 す る 。 一 方 、 液 晶 層 の オ ン 領 域 （ 電
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圧 が 印 加 さ れ て い る 領 域 ） で は 入 射 し た 光 と 同 じ 偏 光 方 向 の ま ま 液 晶 パ ネ ル １ よ り 出 射 す
る 。 そ し て 、 こ の 出 射 光 の う ち 、 反 射 偏 光 子 ３ の 反 射 軸 方 向 と 一 致 す る 偏 光 成 分 は 反 射 偏
光 子 ３ に よ り 反 射 さ れ 、 残 り の 成 分 は 反 射 偏 光 子 ３ を 通 過 す る 。 こ こ で 、 液 晶 パ ネ ル １ の
オ フ 領 域 を 通 過 し た 光 の 偏 光 軸 と 反 射 偏 光 子 ３ の 反 射 軸 の 方 向 を 一 致 さ せ て お く と 、 図 １
（ ａ ） に 示 す よ う に 、 液 晶 パ ネ ル １ の オ フ 領 域 を 透 過 し た 光 は 反 射 偏 光 子 ３ で 反 射 さ れ る
た め 、 第 一 の 視 点 １ １ に 届 く が 第 二 の 視 点 １ ２ に は 届 か な い 。 ま た 、 液 晶 パ ネ ル １ の オ ン
領 域 を 透 過 し た 光 は 、 図 １ （ ｂ ） に 示 す よ う に 、 反 射 偏 光 子 ３ を 透 過 し て 、 第 二 の 視 点 １
２ に 届 く 。 し た が っ て 、 第 一 の 視 点 １ １ で は オ フ 領 域 で 明 、 オ ン 領 域 で 暗 の 表 示 と な り 、
第 二 の 視 点 １ ２ で は オ フ 領 域 で 暗 、 オ ン 領 域 で 明 の 表 示 と な る 。 こ の よ う に 、 液 晶 パ ネ ル
１ の オ フ 領 域 を 通 過 し た 光 の 偏 光 軸 と 反 射 偏 光 子 ３ の 反 射 軸 が 平 行 に な る よ う に 設 定 し て
お く と 、 第 一 の 視 点 か ら み る と 完 全 反 射 モ ー ド の ポ ジ 表 示 、 第 二 の 視 点 か ら 見 る と 完 全 透
過 モ ー ド の ネ ガ 表 示 の 表 示 装 置 と な る 。 こ の と き 、 第 二 の 視 点 側 か ら は 、 光 が 入 射 し な い
よ う に す る こ と が 望 ま し い 。
【 ０ ０ ２ ０ 】
ま た 、 上 述 の 構 成 の 表 示 装 置 に お い て 、 第 一 の 視 点 で 観 察 す る た め の 画 像 を 、 そ の ま ま 第
二 の 視 点 か ら 観 察 す る と 、 ネ ガ ・ ポ ジ が 反 転 す る だ け で な く 、 液 晶 パ ネ ル を 観 察 す る 視 角
方 向 に よ っ て 、 左 右 の 鏡 文 字 や 、 上 下 の 鏡 文 字 に な っ て し ま う 。 従 っ て 、 第 一 の 視 点 と 第
二 の 視 点 と で 同 様 の 画 像 を 観 察 す る た め に は 、 液 晶 パ ネ ル １ を 駆 動 す る 駆 動 回 路 に は 、 第
一 の 視 点 と 第 二 の 視 点 と の ど ち ら か ら 観 察 す る の か に 応 じ て 、 信 号 の 走 査 方 向 を 変 え る 等
の 処 理 を 行 い 、 液 晶 パ ネ ル に 供 給 す る 機 能 が 必 要 に な る 。
【 ０ ０ ２ １ 】
ま た 、 第 一 の 視 点 側 か ら 入 射 す る 外 光 が な く と も 表 示 が 視 認 で き る よ う に 、 図 ２ に 示 す よ
う に 、 偏 光 板 ２ の 上 方 に フ ロ ン ト ラ イ ト 型 の ラ イ ト ユ ニ ッ ト ６ を 設 け て も よ い 。 こ こ で 、
フ ロ ン ト ラ イ ト 型 の ラ イ ト ユ ニ ッ ト ６ は 、 液 晶 パ ネ ル １ に 対 し て 照 明 光 を 照 射 す る と と も
に 、 上 下 方 向 に は 光 を 透 過 す る 機 能 を 備 え て い る 。 す な わ ち 、 ラ イ ト ユ ニ ッ ト ６ は 、 第 一
の 視 点 １ １ 側 か ら 入 射 す る 外 光 を 透 過 し 液 晶 パ ネ ル に 導 く 透 過 機 能 と 、 内 蔵 さ れ た 光 源 か
ら の 照 明 光 を 液 晶 パ ネ ル に 向 け て 出 射 す る 発 光 機 能 と を 有 し て お り 、 充 分 な 明 る さ の 外 光
が 得 ら れ る 環 境 下 で は 透 過 機 能 を 、 充 分 な 明 る さ の 外 光 が 得 ら れ な い 環 境 下 で は 発 光 機 能
を 利 用 す る 構 成 と す る 。
【 ０ ０ ２ ２ 】
（ 実 施 例 ２ ）
本 実 施 例 の 液 晶 表 示 装 置 を 図 ３ に 基 づ い て 説 明 す る 。 実 施 例 １ と 同 様 に 、 偏 光 板 ２ 側 か ら
光 が 入 射 す る 場 合 を 例 に 説 明 す る 。 た だ し 、 実 施 例 １ と 重 複 す る 説 明 は 適 宜 省 略 す る 。
【 ０ ０ ２ ３ 】
図 示 す る よ う に 、 本 実 施 例 で は 、 偏 光 板 ２ と 第 二 偏 光 板 ４ と の 間 に 液 晶 パ ネ ル １ が 配 置 さ
れ 、 反 射 偏 光 子 ３ が 液 晶 パ ネ ル １ と 第 二 偏 光 板 ４ の 間 に 設 け ら れ て い る 。 こ こ で 、 反 射 偏
光 子 ３ の 反 射 軸 は 液 晶 パ ネ ル １ の オ フ 領 域 を 通 過 し た 光 の 偏 光 軸 と 平 行 に な る よ う に 設 定
さ れ 、 第 二 偏 光 板 ４ の 吸 収 軸 方 向 は 、 反 射 偏 光 子 ３ の 反 射 軸 と 同 一 の 方 向 に 設 定 さ れ て い
る 。
【 ０ ０ ２ ４ 】
第 一 の 視 点 か ら 観 察 す る 場 合 は 、 実 施 例 １ と 同 様 で あ る の で 説 明 は 省 略 す る 。
【 ０ ０ ２ ５ 】
第 二 偏 光 板 ４ が 設 け ら れ て い な い 構 成 （ す な わ ち 、 実 施 例 １ の 構 成 ） で は 、 第 二 の 視 点 か
ら 観 察 す る 場 合 に 、 第 二 の 視 点 側 か ら も 入 射 す る 光 が あ る と 、 こ の 光 の う ち 、 反 射 偏 光 子
３ の 反 射 軸 方 向 の 光 （ 成 分 ） は 反 射 偏 光 子 に よ り 第 二 の 視 点 側 に 反 射 さ れ て し ま う 。 す な
わ ち 、 第 二 の 視 点 か ら は 暗 表 示 と な る 液 晶 パ ネ ル １ の オ フ 領 域 か ら 、 反 射 光 が 第 二 の 視 点
に 届 く こ と に な る た め 、 第 二 の 視 点 で の 暗 部 の 視 認 性 に 影 響 を 与 え る こ と に な る 。
【 ０ ０ ２ ６ 】
本 実 施 例 で は 、 反 射 偏 光 子 ３ の 反 射 軸 と 同 一 方 向 に 吸 収 軸 を 持 つ 第 二 偏 光 板 ４ を 設 置 し て
い る の で 、 反 射 偏 光 子 ３ で 第 二 の 視 点 側 に 反 射 さ れ る 成 分 の 光 は 、 既 に 第 二 偏 光 板 ４ で 吸
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収 さ れ て い る こ と に な る 。 そ の た め 、 第 二 の 視 点 か ら は 暗 表 示 と な る 液 晶 パ ネ ル １ の オ フ
領 域 で 反 射 し て 第 二 の 視 点 側 に 反 射 す る 光 を 無 く す こ と が 可 能 に な る 。 し た が っ て 、 第 二
の 視 点 側 か ら 入 射 す る 光 が あ る 場 合 で も 、 第 二 の 視 点 側 か ら の 表 示 の 視 認 性 が 向 上 す る 、
と い う 効 果 が あ る 。
【 ０ ０ ２ ７ 】
ま た 、 実 施 例 １ と 同 様 に 、 偏 光 板 ２ の 上 方 に フ ロ ン ト ラ イ ト 型 の ラ イ ト ユ ニ ッ ト を 設 け れ
ば 、 暗 い 環 境 下 で あ っ て も 、 ど ち ら の 視 点 か ら で も 表 示 を 視 認 す る こ と が で き る 。
【 ０ ０ ２ ８ 】
（ 実 施 例 ３ ）
本 実 施 例 の 液 晶 表 示 装 置 を 図 ４ に 基 づ い て 説 明 す る 。 前 述 の 実 施 例 と 同 様 に 、 偏 光 板 ２ 側
か ら 光 が 入 射 す る 場 合 を 例 に 説 明 す る 。 た だ し 、 前 述 の 実 施 例 と 重 複 す る 説 明 は 適 宜 省 略
す る 。
【 ０ ０ ２ ９ 】
図 示 す る よ う に 、 本 実 施 例 で は 、 偏 光 板 ２ と 反 射 偏 光 子 ３ と の 間 に 液 晶 パ ネ ル １ が 配 置 さ
れ 、 拡 散 層 ５ が 液 晶 パ ネ ル １ と 反 射 偏 光 子 ３ の 間 に 設 け ら れ て い る 。 こ こ で 、 反 射 偏 光 子
３ の 反 射 軸 は 液 晶 パ ネ ル １ の オ フ 領 域 を 通 過 し た 光 の 偏 光 軸 と 平 行 に な る よ う に 設 定 さ れ
て い る 。 ま た 、 拡 散 層 は 、 光 が 透 過 す る 際 に 特 定 の 範 囲 に 光 を 散 乱 さ せ る 機 能 を 有 し て い
る 。
【 ０ ０ ３ ０ 】
こ の よ う に 、 拡 散 層 を 設 け る こ と に よ り 、 入 射 光 １ ３ の 入 射 角 度 の 正 反 射 方 向 に 第 一 の 視
点 が な く と も 、 拡 散 層 ５ で 散 乱 さ れ た 光 が 反 射 偏 光 子 に よ る 反 射 光 と し て 第 一 の 視 点 に 届
く よ う に な る た め 、 第 一 の 観 測 者 に と っ て 視 角 範 囲 が 広 が る こ と に な る 。 ま た 、 入 射 光 １
３ の 入 射 角 度 の 直 線 延 長 方 向 に 第 二 の 視 点 が な く と も 、 拡 散 層 ５ で 散 乱 し た 光 が 反 射 偏 光
子 ３ を 通 っ て 第 二 の 視 点 に 届 く こ と に な る た め 、 第 二 の 観 測 者 に と っ て も 視 角 範 囲 が 広 が
る こ と に な る 。
【 ０ ０ ３ １ 】
し た が っ て 、 入 射 光 ４ の 入 射 角 度 、 あ る い は 、 観 測 者 の 視 点 の 位 置 が 変 わ っ た と し て も （
す な わ ち 、 入 射 光 の 入 射 角 度 と 観 測 者 の 相 対 位 置 が 変 わ っ て も ） 、 拡 散 層 と 反 射 偏 光 子 に
よ り い ろ い ろ な 方 向 に 散 乱 さ れ た 反 射 成 分 あ る い は 透 過 成 分 が 存 在 す る た め に 、 観 測 者 の
視 角 範 囲 が 広 が る こ と に な る 。
【 ０ ０ ３ ２ 】
ま た 、 実 施 例 １ と 同 様 に 、 偏 光 板 ２ の 上 方 に フ ロ ン ト ラ イ ト 型 の ラ イ ト ユ ニ ッ ト を 設 け れ
ば 、 暗 い 環 境 下 で あ っ て も 、 ど ち ら の 視 点 か ら で も 表 示 を 視 認 す る こ と が 可 能 に な る 。
【 ０ ０ ３ ３ 】
（ 実 施 例 ４ ）
本 実 施 例 の 液 晶 表 示 装 置 を 図 ４ に 基 づ い て 説 明 す る 。 本 実 施 例 で は 、 実 施 例 ３ の 拡 散 層 の
替 わ り に 指 向 性 拡 散 層 を 設 け た 例 で あ る 。 前 述 の 実 施 例 と 同 様 に 、 偏 光 板 ２ 側 か ら 光 が 入
射 す る 場 合 を 例 に 説 明 す る 。 た だ し 、 前 述 の 実 施 例 と 重 複 す る 説 明 は 適 宜 省 略 す る 。
【 ０ ０ ３ ４ 】
図 示 す る よ う に 、 本 実 施 例 で は 、 偏 光 板 ２ と 反 射 偏 光 子 ３ と の 間 に 液 晶 パ ネ ル １ が 配 置 さ
れ 、 指 向 性 拡 散 層 ２ ５ が 液 晶 パ ネ ル １ と 反 射 偏 光 子 ３ の 間 に 設 け ら れ て い る 。 ま た 、 液 晶
パ ネ ル に 照 明 光 を 照 射 す る フ ロ ン ト ラ イ ト ２ １ が 図 示 す る よ う に 設 け ら れ て い る 。 こ こ で
、 反 射 偏 光 子 ３ の 反 射 軸 は 液 晶 パ ネ ル １ の オ フ 領 域 を 通 過 し た 光 の 偏 光 軸 と 平 行 に な る よ
う に 設 定 さ れ て い る 。 指 向 性 拡 散 層 ２ ５ は 特 定 角 度 範 囲 で 入 射 し た 光 を 散 乱 さ せ 、 そ の 散
乱 光 を 特 定 方 向 に 向 け る 機 能 を 有 し て い る 。 す な わ ち 、 指 向 性 拡 散 層 ２ ５ は 、 厚 み 方 向 （
法 線 方 向 ） か ら の 入 射 光 を ほ ぼ 透 過 し 、 入 射 角 ５ ～ １ ５ 度 の 光 を 厚 み 方 向 す な わ ち 観 測 者
の 正 面 に 効 率 よ く 拡 散 光 を 集 め 、 臨 界 角 度 で あ る 約 ２ ０ 度 以 上 の 入 射 光 に 対 し て は ほ ぼ 透
過 す る 特 性 を 持 っ て い る 。 そ の た め 、 第 一 の 視 点 １ １ で 、 い ろ い ろ な 角 度 か ら の 入 射 光 １
３ が 観 測 で き る よ う に な り 、 明 る さ が 向 上 す る 。 図 ９ に 指 向 性 拡 散 層 の 入 射 角 度 と 透 過 率
の 関 係 を 示 す 。 本 図 で は 、 指 向 性 拡 散 層 に 厚 み 方 向 （ 法 線 方 向 ） か ら 入 射 し た 光 の 入 射 角
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を ０ 度 と し て 表 し て い る 。
【 ０ ０ ３ ５ 】
こ こ で 、 第 一 の 視 点 １ １ か ら 表 示 を 観 察 す る 場 合 を 考 え る 。 外 光 で 観 察 す る と き の 表 示 の
見 栄 え を よ く す る た め に は 、 指 向 性 拡 散 層 に は 良 好 な 反 射 特 性 が 必 要 で あ る 。 し た が っ て
、 透 過 率 が 小 さ く 、 散 乱 の 大 き な 特 性 の 指 向 性 拡 散 層 を 用 い る の が 良 い 。 一 方 、 フ ロ ン ト
ラ イ ト を 使 っ て 、 暗 所 で 観 察 す る と き の 表 示 の 見 栄 え を よ く す る た め に は 、 透 過 率 が 大 き
く 、 散 乱 の 小 さ な 特 性 の 指 向 性 拡 散 層 を 用 い る の が 良 い 。
【 ０ ０ ３ ６ 】
一 方 、 第 二 の 視 点 １ ２ か ら 表 示 を 観 察 す る 場 合 に は 、 指 向 性 拡 散 層 に 良 好 な 透 過 特 性 が 求
め ら れ る 。 し た が っ て 、 透 過 率 が 大 き く 、 散 乱 の 小 さ な 特 性 の 指 向 性 拡 散 層 を 用 い る の が
良 い 。 ま た 、 こ の よ う な 特 性 の 指 向 性 拡 散 層 を 用 い る と 、 表 示 の ボ ケ を 防 ぐ こ と が で き る
。
【 ０ ０ ３ ７ 】
な お 、 上 述 の 各 実 施 例 を 説 明 す る 各 図 で は 、 偏 光 板 や 反 射 偏 光 子 等 の 光 学 素 子 を 他 の 構 成
要 素 と 分 離 し て 表 現 し て い る が 、 粘 着 材 に よ っ て 液 晶 パ ネ ル 等 の 他 の 構 成 要 素 と 接 合 さ せ
る こ と も で き る 。
【 ０ ０ ３ ８ 】
【 発 明 の 効 果 】
本 発 明 の 液 晶 表 示 装 置 に よ れ ば 、 一 つ の 液 晶 表 示 パ ネ ル を 表 裏 両 面 か ら 観 察 す る こ と が 可
能 に な る た め に 、 表 示 装 置 の 薄 型 化 が 可 能 に な る 。 さ ら に 、 液 晶 パ ネ ル と 反 射 偏 光 子 の 間
に 拡 散 層 を 設 け る こ と に よ り 、 ど ち ら か ら 観 察 す る 場 合 で も 視 角 範 囲 を 広 げ る こ と が 可 能
に な る 。 ま た 、 反 射 偏 光 子 の 外 方 に 第 二 の 偏 光 板 を 設 け る こ と に よ り 、 第 二 偏 光 板 か ら 観
察 す る 場 合 の 視 認 性 が 向 上 す る 。
【 図 面 の 簡 単 な 説 明 】
【 図 １ 】 本 発 明 に よ る 液 晶 表 示 装 置 の 構 成 を 模 式 的 に 示 す 断 面 図 で あ る 。
【 図 ２ 】 本 発 明 に よ る ラ イ ト ユ ニ ッ ト を 有 す る 液 晶 表 示 装 置 の 構 成 を 模 式 的 に 示 す 断 面 図
で あ る 。
【 図 ３ 】 本 発 明 に よ る 第 ２ 実 施 例 の 液 晶 表 示 装 置 を 表 わ す 模 式 断 面 図 で あ る 。
【 図 ４ 】 本 発 明 に よ る 第 ３ 実 施 例 の 液 晶 表 示 装 置 を 表 わ す 模 式 断 面 図 で あ る 。
【 図 ５ 】 従 来 の フ ロ ン ト ラ イ ト を 備 え る 液 晶 表 示 装 置 の 構 成 を 模 式 的 に 示 す 断 面 図 で あ る
。
【 図 ６ 】 従 来 の バ ッ ク ラ イ ト を 備 え る 液 晶 表 示 装 置 の 構 成 を 模 式 的 に 示 す 断 面 図 で あ る 。
【 図 ７ 】 メ イ ン 表 示 と サ ブ 表 示 が 可 能 な 従 来 の 液 晶 表 示 装 置 の 構 成 を 模 式 的 に 表 す 断 面 図
で あ る 。
【 図 ８ 】 本 発 明 に よ る 第 ４ 実 施 例 の 液 晶 表 示 装 置 を 表 わ す 模 式 断 面 図 で あ る 。
【 図 ９ 】 本 発 明 で 用 い る 指 向 性 拡 散 層 の 特 性 を 表 す 図 表 で あ る 。
【 符 号 の 説 明 】
１ 　 液 晶 パ ネ ル
２ 　 偏 光 板
３ 　 反 射 偏 光 子
４ 　 第 二 偏 光 板
５ 　 拡 散 層
６ 　 ラ イ ト ユ ニ ッ ト
１ １ 　 第 一 の 視 点
１ ２ 　 第 二 の 視 点
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【 図 １ 】

【 図 ２ 】

【 図 ３ 】

【 図 ４ 】

【 図 ５ 】

【 図 ６ 】

【 図 ７ 】

【 図 ８ 】

【 図 ９ 】
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